
 

 

2022年３月22日 

各  位 
上場会社名 アールビバン株式会社 

代表者 代表取締役会長兼社長 執行役員 野澤 克巳 

(コード番号 7523) 

問合せ先 取締役執行役員 経営企画室長 樋口 弘司 

(TEL 03-5783-7171) 

 

 

過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提出 
及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、本日、過年度の有価証券報告書及び四半期報告書の訂正報告書を提出するとともに、過年度の決

算訂正を公表いたしますので、下記のとおり、お知らせいたします。 

株主・投資家の皆様をはじめお取引先および関係者の皆様には、ご迷惑とご心配をおかけしましたことを

お詫び申し上げます。 

 

記 

 

 １．訂正の経緯及び理由 

当社は、2022年２月10日付「社内調査委員会の設置及び過年度決算修正並びに決算発表延期に関するお

知らせ」にて、公表いたしましたとおり、2016年以降の売上原価の一部に計上漏れがあることが判明し、

社内調査委員会を設置し、調査を行ってまいりましたが、本日、社内調査委員会から調査報告書を受領い

たしました。 

これに伴い、当社は、2017年３月期から2021年３月期までの有価証券報告書、及び2017年３月期第１四

半期から2022年３月期第２四半期までの四半期報告書についての決算訂正を行い、本日、訂正報告書を関

東財務局に提出いたします。また、過年度の決算短信及び四半期短信につきましては、その影響額をサマ

リー表にて開示いたします。 

なお、社内調査委員会による調査報告書の詳細につきましては、本日付で公表しました「社内調査委員

会の調査報告書受領に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

２. 2022年３月期第３四半期決算発表への影響 

本日公表の2022年３月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）につきましては、当該訂正による影響

を確定し反映したうえで作成、公表しております。 

 

 

３. 本日提出した有価証券報告書及び四半期報告書の訂正報告書 

 

（訂正報告書を提出した有価証券報告書及び四半期報告書） 

 ① 有価証券報告書 

    第33 期(自 2016 年４月１日 至 2017 年３月31 日) 

    第34 期(自 2017 年４月１日 至 2018 年３月31 日) 

    第35 期(自 2018 年４月１日 至 2019 年３月31 日) 

    第36 期(自 2019 年４月１日 至 2020 年３月31 日) 

    第37 期(自 2020 年４月１日 至 2021 年３月31 日)  

    

 ② 四半期報告書 

     第33 期第１四半期(自 2016 年 ４月１日 至 2016 年６月30 日) 

    第33 期第２四半期(自 2016 年 ７月１日 至 2016 年９月30 日) 

    第33 期第３四半期(自 2016 年10 月１日 至 2016 年12 月31 日) 

    第34 期第１四半期(自 2017 年 ４月１日 至 2017 年６月30 日) 

    第34 期第２四半期(自 2017 年 ７月１日 至 2017 年９月30 日) 

    第34 期第３四半期(自 2017 年10 月１日 至 2017 年12 月31 日) 



    第35 期第１四半期(自 2018 年 ４月１日 至 2018 年６月30 日) 

    第35 期第２四半期(自 2018 年 ７月１日 至 2018 年９月30 日) 

    第35 期第３四半期(自 2018 年10 月１日 至 2018 年12 月31 日) 

    第36 期第１四半期(自 2019 年 ４月１日 至 2019 年６月30 日) 

    第36 期第２四半期(自 2019 年 ７月１日 至 2019 年９月30 日) 

    第36 期第３四半期(自 2019 年10 月１日 至 2019 年12 月31 日) 

    第37 期第１四半期(自 2020 年 ４月１日 至 2020 年６月30 日) 

    第37 期第２四半期(自 2020 年 ７月１日 至 2020 年９月30 日) 

    第37 期第３四半期(自 2020 年10 月１日 至 2020 年12 月31 日) 

    第38 期第１四半期(自 2021 年 ４月１日 至 2021 年６月30 日) 

    第38 期第２四半期(自 2021 年 ７月１日 至 2021 年９月30 日) 

 

     

４．訂正による過年度の連結業績への影響額 

  今回の訂正に伴う業績への影響額の概要は、以下のとおりです。 

 

 

【連結財務諸表】                                 （単位：千円） 
期間 項目 訂正前(a) 訂正後(b) 影響額(b-a) 影響率（％） 

第33期 

(2017年３月期) 

第１四半期 

売上高 1,475,109 1,475,109 ― ― 

営業利益 131,282 104,989 △ 26,292 △20.0% 

経常利益 41,141 14,849 △ 26,292 △63.9% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
1,369 △ 24,922 △ 26,292 △1920.2% 

総資産 24,587,272 24,587,272 ― ― 

純資産 13,000,553 12,974,261 △ 26,292 △0.2% 

第33期 

(2017年３月期) 

第２四半期 

売上高 3,206,749 3,206,749 ― ― 

営業利益 313,161 258,737 △ 54,424 △17.4% 

経常利益 203,457 149,033 △ 54,424 △26.7% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
99,166 44,742 △ 54,424 △54.9% 

総資産 24,238,942 24,238,942 ― ― 

純資産 13,125,610 13,071,186 △ 54,424 △0.4% 

第33期 

(2017年３月期) 

第３四半期 

売上高 4,980,613 4,980,613 ― ― 

営業利益 648,364 568,144 △ 80,220 △12.4% 

経常利益 664,049 583,829 △ 80,220 △12.1% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
406,335 326,115 △ 80,220 △19.7% 

総資産 24,057,582 24,057,582 ― ― 

純資産 13,294,352 13,214,131 △ 80,220 △0.6% 

第33期 

(2017年３月期) 

通期 

売上高 6,607,315 6,607,315 ― ― 

営業利益 979,136 875,137 △ 103,999 △10.6% 

経常利益 1,020,046 916,047 △ 103,999 △10.2% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
△ 599,503 △ 703,502 △ 103,999 17.3% 

総資産 23,317,689 23,317,689 ― ― 

純資産 12,287,489 12,183,489 △ 103,999 △0.8% 

第34期 

(2018年３月期) 

第１四半期 

売上高 1,679,647 1,679,647 ― ― 

営業利益 239,626 206,651 △ 32,975 △13.8% 

経常利益 269,250 236,275 △ 32,975 △12.2% 



親会社株主に帰属する

四半期純利益 
173,479 140,504 △ 32,975 △19.0% 

総資産 22,885,271 22,885,271 ― ― 

純資産 12,264,819 12,127,845 △ 136,974 △1.1% 

第34期 

(2018年３月期) 

第２四半期 

売上高 3,544,107 3,544,107 ― ― 

営業利益 542,114 479,151 △ 62,963 △11.6% 

経常利益 624,273 561,310 △ 62,963 △10.1% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
394,857 331,894 △ 62,963 △15.9% 

総資産 23,584,206 23,584,206 ― ― 

純資産 12,288,636 12,121,674 △ 166,962 △1.4% 

第34期 

(2018年３月期) 

第３四半期 

売上高 5,354,498 5,354,498 ― ― 

営業利益 815,121 724,233 △ 90,888 △11.2% 

経常利益 929,005 838,117 △ 90,888 △9.8% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
603,968 513,080 △ 90,888 △15.0% 

総資産 23,655,414 23,655,414 ― ― 

純資産 12,213,839 12,018,952 △ 194,887 △1.6% 

第34期 

(2018年３月期) 

通期 

売上高 7,180,467 7,180,467 ― ― 

営業利益 973,765 857,491 △ 116,273 △11.9% 

経常利益 916,040 799,766 △ 116,273 △12.7% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
533,563 417,289 △ 116,273 △21.8% 

総資産 23,091,129 23,091,129 ― ― 

純資産 12,194,937 11,974,664 △ 220,273 △1.8% 

第35期 

(2019年３月期) 

第１四半期 

売上高 1,951,888 1,951,888 ― ― 

営業利益 326,584 292,083 △ 34,501 △10.6% 

経常利益 692,042 657,540 △ 34,501 △5.0% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
444,768 410,266 △ 34,501 △7.8% 

総資産 23,480,286 23,480,286 ― ― 

純資産 12,461,104 12,206,329 △ 254,774 △2.0% 

第35期 

(2019年３月期) 

第２四半期 

売上高 4,147,263 4,147,263 ― ― 

営業利益 799,151 733,180 △ 65,970 △8.3% 

経常利益 1,799,185 1,733,214 △ 65,970 △3.7% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
1,144,063 1,078,092 △ 65,970 △5.8% 

総資産 26,237,381 26,237,381 ― ― 

純資産 13,007,819 12,721,576 △ 286,243 △2.2% 

第35期 

(2019年３月期) 

第３四半期 

売上高 6,197,137 6,197,137 ― ― 

営業利益 1,271,429 1,173,884 △ 97,545 △7.7% 

経常利益 826,027 728,482 △ 97,545 △11.8% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
1,503,619 1,406,074 △ 97,545 △6.5% 

総資産 25,187,957 25,187,957 ― ― 

純資産 12,461,909 12,144,091 △ 317,818 △2.6% 



第35期 

(2019年３月期) 

通期 

売上高 8,168,467 8,168,467 ― ― 

営業利益 1,677,542 1,554,156 △ 123,385 △7.4% 

経常利益 1,647,582 1,524,197 △ 123,385 △7.5% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
1,945,963 1,822,578 △ 123,385 △6.3% 

総資産 26,795,100 26,795,100 ― ― 

純資産 12,887,636 12,543,978 △ 343,658 △2.7% 

第36期 

(2020年３月期) 

第１四半期 

売上高 2,125,488 2,125,488 ― ― 

営業利益 480,566 462,569 △ 17,996 △3.7% 

経常利益 275,514 257,517 △ 17,996 △6.5% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
136,192 118,195 △ 17,996 △13.2% 

総資産 25,413,339 25,413,339 ― ― 

純資産 12,666,905 12,305,250 △ 361,654 △2.9% 

第36期 

(2020年３月期) 

第２四半期 

売上高 4,440,162 4,440,162 ― ― 

営業利益 1,090,539 1,037,800 △ 52,739 △4.8% 

経常利益 866,581 813,842 △ 52,739 △6.1% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
559,927 507,187 △ 52,739 △9.4% 

総資産 26,850,468 26,850,468 ― ― 

純資産 13,147,757 12,751,359 △ 396,397 △3.0% 

第36期 

(2020年３月期) 

第３四半期 

売上高 6,654,054 6,654,054 ― ― 

営業利益 1,607,696 1,532,066 △ 75,630 △4.7% 

経常利益 1,406,689 1,331,058 △ 75,630 △5.4% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
946,440 870,809 △ 75,630 △8.0% 

総資産 27,368,409 27,368,409 ― ― 

純資産 13,364,242 12,944,953 △ 419,289 △3.1% 

第36期 

(2020年３月期) 

通期 

売上高 8,770,192 8,770,192 ― ― 

営業利益 1,994,417 1,899,493 △ 94,924 △4.8% 

経常利益 1,798,041 1,703,116 △ 94,924 △5.3% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
1,157,352 1,062,428 △ 94,924 △8.2% 

総資産 28,090,818 28,090,818 ― ― 

純資産 12,946,015 12,507,432 △ 438,582 △3.4% 

第37期 

(2021年３月期) 

第１四半期 

売上高 1,533,509 1,533,509 ― ― 

営業利益 411,476 381,839 △ 29,637 △7.2% 

経常利益 425,897 396,260 △ 29,637 △7.0% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
20,547 △ 9,089 △ 29,637 △144.2% 

総資産 26,822,426 26,822,426 ― ― 

純資産 12,853,641 12,385,421 △ 468,219 △3.6% 

第37期 

(2021年３月期) 

第２四半期 

売上高 3,390,670 3,390,670 ― ― 

営業利益 680,901 605,789 △ 75,112 △11.0% 

経常利益 678,416 603,304 △ 75,112 △11.1% 



親会社株主に帰属する

四半期純利益 
233,526 158,414 △ 75,112 △32.2% 

総資産 28,008,683 28,008,683 ― ― 

純資産 13,164,109 12,650,415 △ 513,694 △3.9% 

第37期 

(2021年３月期) 

第３四半期 

売上高 5,691,968 5,691,968 ― ― 

営業利益 1,293,809 1,179,529 △ 114,280 △8.8% 

経常利益 1,275,722 1,161,442 △ 114,280 △9.0% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
686,690 572,410 △ 114,280 △16.6% 

総資産 27,715,470 27,715,470 ― ― 

純資産 13,434,313 12,881,450 △ 552,862 △4.1% 

第37期 

(2021年３月期) 

通期 

売上高 7,886,026 7,886,026 ― ― 

営業利益 1,569,299 1,412,222 △ 157,077 △10.0% 

経常利益 1,603,407 1,446,329 △ 157,077 △9.8% 

親会社株主に帰属する

当期純利益 
586,071 428,994 △ 157,077 △26.8% 

総資産 27,789,746 27,789,746 ― ― 

純資産 13,361,226 12,765,566 △ 595,660 △4.5% 

第38期 

(2022年３月期) 

第１四半期 

売上高 2,553,697 2,549,697 △ 4,000 △0.2% 

営業利益 630,446 585,672 △ 44,773 △7.1% 

経常利益 662,912 618,138 △ 44,773 △6.8% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
439,694 408,621 △ 31,072 △7.1% 

総資産 28,401,001 28,401,001 ― ― 

純資産 14,159,203 13,532,471 △ 626,732 △4.4% 

第38期 

(2022年３月期) 

第２四半期 

売上高 5,206,165 5,206,165 ― ― 

営業利益 1,272,292 1,203,803 △ 68,488 △5.4% 

経常利益 1,329,550 1,261,061 △ 68,488 △5.2% 

親会社株主に帰属する

四半期純利益 
886,934 839,398 △ 47,536 △5.4% 

総資産 30,537,909 30,537,909 ― ― 

純資産 14,787,867 14,144,671 △ 643,196 △4.3% 

 

 

 

 最後に、株主・投資家の皆様をはじめお取引先及び関係者の皆様には、ご迷惑とご心配をおかけしま

したことを、改めて深くお詫び申し上げます。当社は、社内調査委員会が認定した事実と原因分析を真

摯に受け止めるとともに、今後、同様の事態が発生しないように、役員・社員一同一丸となって再発防

止策の徹底に取り組んでまいります。 

 

以 上 


